
東京大学昭和 24年～平成 3年の思い出

旧制度と新制度の実質的には同じ学校の入学試

験を 2度受けて,昭和24年 7月 に新制東大一期生

となった。卒業は28年 3月 だったので 3年 9ケ月

の変則学生生活ということになる。

駒場では新進気鋭 (当時)の竹内均先生のゼミ

に参加して,毎週何曜日かの昼食会でははやりの

武谷流唯物辮証法 (の批判 ?)な んかが話題にな

ったように言己憶 している。

そんなこともあって,竹内先生が地球物理の先

生であったから何となく地物志向が芽生えたよう

で,現在理学部 3号館のある浅野キャンパスは当

時原っぱで, その南側にあった木造の地物館にも

出入りするようになり,原っぱでダイナマイトを

爆発させて人工地震を記録するアルバイト (今で

は考えられない)とか,あ るいは故吉田耕造先生

のグループに加わって,新潟は信濃川河回の海流

による浸食の調査に,浮きを放ってその動きを記

録するという, これもアルバイトをやったりした。

これがいわゆる進振では, 人生によくあること

だが, ひょっと天文を第 1志望にしたものである。

当時の人気科学は応用電気とか有機化学なんかだ

ったと思う。

昭和26年の 4月 から麻布飯倉にあった天文学教

室に週何度か通うこととなった。戦災で焼失 した

堀 源一良『 (天文学教室)

後のバラック家屋で,敷地の塀を接してアメリカ

ンクラブがありそれと並んでソビエ ト大使館もあ

るという面白い場所であった。そのうちに近くで

東京タワーの建設がはじまって毎日段々と高くな

ってゆくのが見てとれた。後に開業の 2日 目には

有志とともに 125メ ートルの展望台から眼下に教

室を眺めた。それ以後には登ったことはない。

教室のある高台の下手に麻布十番街があり, そ

こに「本家更科」と「元祖更科」とがあって競い

合っていた。昼どきによく出前を注文した。また

現在の外苑東通りを隔てて郵政省のビルがあって,

その食堂にもよく通っておなじみになった。

天文学教室では故萩原雄祐先生が主任兼東京天

文台長であり,故鏑木政岐先生,今 もお元気な藤

田良雄先生,故畑中武夫先生がおられた。故古畑

正秋先生は当時東京天文台に移られた後だったが,

講師として麻布で天文学演習を担当された。天文

演習もさることながら先生のそば談義とパイプ談

義に魅了されてさっそく川上一郎君 (現日大教授 )

と連れ立ってパイプを買い求めたほどである。

天文の講義のないときには本郷で物理の講義を

聴いた。今の東大出版会の辺りにバラック家屋が

あり, そこで物理学演習が (演習なので終了時が

ハッキリせず)夕方まで続いた。数学の岩堀先生

とか流体の橋本先生なんかが演習の指導に当って

おられたように思う。

昭和28年 4月 から新制大学院修士課程に進んだ

が,入学試験がなかった唯一の年であった。そこ

でいよいよ天体力学を専攻することに決めた。こ

れもどうしてかと問われると即答できない部類で,

当時の天体力学は,解ける問題はすでに解かれて

しまって残るのは解けない問題ばかり, という状

況であり,雑誌にも純粋に天体力学の論文は見当
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らなかったくらいである。

そういう状況ではあったが, とにかく萩原先生

の勧めで木星の最外側逆行衛星 (第 9衛星)の運

動をテーマとして,当時アメリカのエール大学天

文台長D.Brouwerが第 8衛星に試みた手法を使

って計算を始めることになった。

初めは「虎印」というトレードマークの手動計

算機を使って教室に日参して計算 していたが,や
がて「モンロー電動計算機」, さらに開平ボタン

を押すだけで平方根が求められる(!)と いう「フ

リーデン電動計算機」を使うことができるように

なった。そして日参も次第に泊り込みに移ってい

った。

昭和30年 4月博士課程に進んだが論文のテーマ

は「木星第 9衛星の運動Jとすでに決まっていた

ので計算を続行するのみであった。昭和32年に萩

原先生が停年退官された後は筆者の指導教官は東

京天文台の廣瀬秀雄先生 (理学部の担任教授でも

あった)に引継いでいただいた。廣瀬先生も故人

である。

電動計算機は高価な機械で,四則計算だけのモ

ンローが50万円位,開平ボタン付のフリーデンは

70万円もしたか。もちろん当時の価格である。こ

のような高価な物品を購入し学生の身分であった

筆者に数年間も独占的に使うことを許した理学部

天文学教室に対して,常 日頃思っていたことでは

あるが,今東京大学を去るに当って深厚の感謝の

意を表したい。

昭和32年 10月 に天体力学の気運が一転 した。ス

プートニク 1号の打上げである。人工衛星の運動

論は伝統的天体力学の問題に比べると取り付きや

すい面があって, とにかく研究すれば論文が書け

る, というわけである。特にソビエ トに一歩先ん

ぜられたアメリカはその巻き返えしに一生懸命で

あって, NASAも 発足したし, アメリカ天体力
学の本家エール天文台には上記D.Brouwer台 長

の肝入りで「天体力学研究センター」が設立され

た。こうなるとアメリカの非天体物理学系天文学

誌Astronomical」 ournal(当時エール天文台編集)

には多数の人工衛星運動理論の論文が現れるとい

う具合で,天体力学の気運は一変 したのである。

萩原先生の天体力学の薫陶よろしきを得た若手

(当時)はそれぞれに渡米の機会を得て筆者も便

乗した。古在さん (現国立天文台長)は ケンブリ

ッジのハーバード天文台に,青木さん (現 ICU

教授)は NASAに , そして筆者は上記エール天

文台に昭和 34年 7月 から昭和 36年 6月 まで滞在

した。筆者のエール行きは,萩原先生がBrOuwer

と知己であったことで実現した。渡米の旅費はフ

ルブライ ト,滞在費はエール大学から 1ケ 月

$360が支給された。当時, 日本の物価との換算

は$1=100円 で旨く合った。つまり月給が 36000

円で下宿 (光熱費込)が週 700円 ,レ コードが 1枚

100円～ 500円 ,バ ドワイザー (罐 ビール)が25

円,1950年製名車パッカードが9000円 といった具

合である (パッカードは滞米 2年間着実に動いた)。

筆者が滞在した頃のアメリカは (東部 しか知ら

ない)よ い時代であった (good old days)。  フ
ルブライト生として $50を懐中に羽田からプロペ

ラの付いたDC6で 飛立ったときは誠に心細かっ
たが, フルブライトの特訓で, アメリカで困難に

ぁったら“I am a Fulbrighter"と 叫べ,と 言われ

る通りを実行すると, ｀開けゴマ″のように旨く

行った。

昭和36年 9月 に帰国すると麻布の天文学教室は

前記の浅野キャンパスに移転し,原 っぱの南側に

3号館の第 1期工事完了 (現在の東側%)の姿が
あった。

記述のウエイトが昔に偏在 したが予定の字数

(2800字 )も ほとんど尽きたのでこれでおしまい

とする。
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